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写真 勲章伝達式の様子．
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紹 介

年春の勲章伝達式及び拝謁

小 澤 日出行

OZAWA, Hideyuki 2023 Spring Medal Presentation Ceremony and

Audience

2023年 5 月12日に叙勲（旭日単光章）伝達式は東京

プリンスホテル「鳳凰の間」にて執り行われ，その後皇

居に移動し「春秋の間」に於いて初めて天皇に「拝謁」

致しました（写真）。

1982年に東京チタニウム創業以来，一貫してチタン

の材料・加工に関わり2009年に経済産業省中小企業庁

の「2009元気なモノ作り中小企業300社」を受賞しまし

た。

その後も現在に至るまでチタンの加工・技術研究開発

を継続したことが，「中小企業振興功労」として評価さ

れたようです。

公式発表は2023年 4 月29日に於いて発表され受章が

確定されました。

経済産業省関東経済産業局の推薦により内閣決議で決

定し，天皇により承認との経過です。

正に「身に余る光栄」です。

推薦通知から約 1 年近く書類選考が費やされ，口外

禁止とされ周囲にも通知不可とされ，行動制限も有り窮

屈に感じる日々でした。

受章に至るまでを振り返るとチタンとの関りが通算

47年となりました。創業（1982年）後41年を経過して

います。

チタン一筋に掛けた事業内容であり，会社名も株東京

チタニウムとした由縁です。

極論で有りますが，チタンしかやらないのか，チタン

しかやれないのか分かりませんが，結局100近くがチ

タン関連事業でした。

チタンの材料販売，加工，製品販売と問屋機能を持ち

合わせたチタン製品メーカーを目指し現在に至ります。

社是は「迷わず進め正直の道」です。
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埼玉県和光市のマンションの一室から夫婦二人で創業

（東京チタニウム）し，その後東京都板橋区に本社兼住

まいを設立し法人化して株東京チタニウムとしました。

この頃はバブル初期でもあり開業以来順調に推移し，

手狭になった足立工場を埼玉県岩槻市（現在はさいたま

市岩槻区）の岩槻工業団地に移転しました。

2015年に二人の息子に事業継承し会長職に就任して

います。事業承継後には新型コロナ禍で事業は窮状を迎

えますが，役員及び社員一同が一致団結して困難を乗り

越え現在にいたります。

約半世紀に渡りチタンと関り，小生の青春から現在の

老齢期迄をチタンと共に歩んで来たと言えます。先人の

チタン業界先輩方からは，ご指導ご鞭撻を頂き大変感謝

しています。特に(一社)日本チタン協会の方々には大変

お世話になり，沢山の事を勉強・経験させて頂きました。

協会での分科会や WG 活動では色々な所へ出向き視

察し多くの方々と懇談させて頂きました。

また ITA への参加は大変良い経験であり衝撃的でし

た。世界のチタンマンとの出会いの場は印象的であり新

鮮でした。

開催地は主に USA の著名な観光地が多く，最初に参

加したのは，サンディエゴであり夫婦同伴で協会の先輩

ご夫婦（北岡様，石黒様，西村様，北様）にお世話にな

りながら参加したのが良き思い出です。また ITA 主催

のゴルフコンペにも参加させて頂きました。USA での

ゴルフは，初めての経験であり緊張の連続でした。その

後のラスベガスでの ITA にも参加し，ゴルフコンペに

も参加しました。4 人一組でのチームマッチのプレーは

初めてであり，ルールも知らず英語の話せない私には苦

難のプレーだった事も良き思い出です。モナコ公国での

ITA 参加は，更に良き思い出であり美しい景観が目に

浮かびます。

この様にチタン業界の皆様にお世話になりながら今日

を迎え，これからも当社は「チタン道」を邁進して行き

ます。

叙勲に関しましては，一番の協力者である家族，チタ

ン協会の皆様，チタンメーカーの皆様，チタン関係の皆

様に感謝申し上げます。慢心する事無く精進する所存で

すので，今後共ご指導ご鞭撻の程宜しくお願い致します。

チタン業界の益々の発展及び皆様の更なるご健勝ご多

幸を祈念致しまして結びと致します。

◇


